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●公共施設マネジメント基本方針の策定について 

 

１ 公共施設マネジメントの必要性 

  本市が保有している公共施設について、広く市民の方が利用している公共施設

を中心に、利用状況、維持管理・運営に要する経費、施設の老朽化・耐震化状況

等をまとめ、その情報を市民と共有するために「防府市公共施設白書」を作成し、

本年６月に公表しました。 

今後、人口減少や少子高齢化が予測される中、本市が保有する全ての公共施設

を現行どおり保持していった場合には、老朽化対策や更新（建替え）にかかる費

用が膨大となり、その財源の確保が難しくなることが見込まれます。 

そのため、老朽化が進む施設をどのように維持・保全し、更新していくかとい

う取組である「公共施設マネジメント」は、これからの市政運営において重要と

なります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

２ 施設の最適化に向けた基本方針の策定 

  本市が保有する公共施設については、公共サービスに関する市民ニーズの変化

を捉え、限られた財源や資産をより有効に活用していくため、今後の公共施設の

あり方を見直す公共施設マネジメントが必要です。 

  今年度においては、全庁的な視点からの施設の最適化に向け、市民の意見を聴

取しながら、取組の方向性などを定める「公共施設マネジメント基本方針」を策

定します。 

 

 

※「防府市公共施設白書(平成 26年 3月)」より 

年より 

将来費用の推移 

年より 
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３ 具体的な検討方法 

  防府市行政経営改革推進本部設置要綱第５条により、総合政策部次長を部会長

とする「公共施設マネジメント基本方針検討専門部会」を設置し、基本方針の策

定検討を行います。（※ 公共施設マネジメント基本方針策定支援業務委託業者で

ある「㈱日建設計」の支援を含む。） 

     

４ 今後のスケジュール 

８月下旬から９月上旬にかけて公共施設に関する市民アンケートを実施し、

１１月中旬頃までに基本方針（案）を検討・作成します。 

その後、パブリックコメント、地区説明会等を実施し、最終的には平成２７年

３月までに基本方針を策定します。 

※次ページの「公共施設マネジメント基本方針の策定スケジュール」参照 
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■公共施設マネジメント基本方針の策定スケジュール

　　 ■
8/12

■ ■

■
7/29

■ ■　

専門部会  ■ ■ 　■ 　■

市議会 ■（報告） 　　■（報告）

11月8月7月
H26年度

行政経営改革推進本部

9月

行政経営改革委員会

10月 1月 2月 3月12月

市民アンケート
施設利用者アンケート

基本方針の策定

集計・分析 配付 
準備 

完成 

最終案の作成 素案の作成 

市民ｱﾝｹｰﾄ 
実施 

市民ｱﾝｹｰﾄ
の検討 

骨子（案）の 
作成 

パブリック 
コメント 

素案の修正 案修正・ 
パブコメ回答 

地区説明会 

集計・分析 
施設利用者 
ｱﾝｹｰﾄ実施 

９月定例会 １２月定例会 ３月定例会 
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＊ご不明な点などございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。 

 

市民アンケート調査へのご協力のお願い 

市民の皆様には、常日頃から市政各般にわたり、ご理解、ご協力を賜り、心からお礼申し上げます。 

さて、防府市では、本市が保有している公共施設について、市民利用施設を中心に、利用状況、

維持管理・運営に要する経費、施設の老朽化・耐震化状況等をまとめた「防府市公共施設白書」を

作成し、平成２６年６月に公表しました。 

今後、人口減少や少子高齢化が予測される中、老朽化に伴う大規模な修繕、更新（建替え）など

の時期を迎えることから、財政的にも大きな負担となることが予想されます。 

この状況に対し、公共サービスに関する市民ニーズの変化を捉え、限られた財源や資産をより有

効に活用していくため、今後の公共施設のあり方を見直す公共施設マネジメントが必要と考え、そ

の実践に向けた検討を進めております。 

このアンケートは、今後の公共施設のあり方を検討し、「防府市公共施設マネジメント基本方針」

を策定するに当たりその基礎資料とするため、皆様のご意見やお考えをお尋ねするものです。 

つきましては、お忙しいところ誠に恐縮に存じますが、アンケートの趣旨にご理解いただき、ご

協力くださいますようお願い申し上げます。 

  

平成２６年８月  防府市長 松浦 正人 

ご回答にあたっての注意事項 
 

 封筒の宛名の方が回答できない場合は、ご本人に代わってご家族の方がご自身の立場でご回答

ください。 

 本調査は無記名ですので、お名前を記入される必要はありません。 

 ご回答は設問ごとの指示に従い、お間違えのないようにご記入ください。 

 鉛筆又はボールペンで、直接アンケート調査票にご記入ください。 

 ご回答の内容は、すべて統計的に処理し、本調査の目的以外に使用することはありません。 

 ご記入後、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにポストに投函してください。 

 ご回答の期限は、平成２６年９月１０日(水)までです。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

防府市 総合政策部 行政経営改革課 

TEL:0835-25-2188   FAX:0835-25-2558   E-mail:gyoukaku@city.hofu.yamaguchi.jp 

●公共施設に関する市民アンケート（案）について 

（案） 
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その１：人口減少・少子高齢化の進行 
・防府市の人口は、平成 22 年度からの 30 年間で約 84%まで減少すると見込まれてい

ます。 

・老年人口割合は約 35％まで増加し、年少人口は約 11％まで減少する見通しです。 

・生産年齢人口の減少や老年人口の増加は、税収の低下や社会保障費の増大など、今

後の市の財政に大きな影響を与えることが予測されます。 

参照：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 平成 25 年（2013 年）3月推計 

 

その２：施設の老朽化 
・防府市では、昭和 40 年代から 50 年代にかけて施設整備が大きく進みました。 

・公共施設の総量（延床面積）約 43 万㎡のうちの約 62％を昭和 58 年度までに整備し

ており、これらは建設後 30 年以上が経過しています。 

・今後、老朽化が進み、大規模修繕や更新が必要になることが予測されます。 

防府市の公共施設を取り巻く状況 

建設後 30 年以上が経過 

全体 433,908 ㎡のうち、267,771 ㎡（約 61.7％） 

年少人口 

14 歳以下の人口 

 

生産年齢人口 

15 歳～64 歳の人口 

 

老年人口 

65 歳以上の人口 
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その３：将来費用の推移 

全ての施設を現行の状態で更新した場合の今後 40 年間の経常修繕費、大規模

修繕費及び更新費に係る将来の総費用は、約 1,279 億円、1年当たりでは約 32 億

円となる試算結果となりました。 

これは、平成 20 年度から平成 24 年度までの既存更新分の実績値から求めた年

間の平均値（約 7 億 5,000 万円）と比べると、毎年約 24 億 5,000 万円が不足す

ることが見込まれます。 

 
 費用のピーク：H53年度 

66 億円 

H25 

～H64 

H20 

～H24 

 

防府市では高度経済成長期を中心にこれまで公共施設を整備してきましたが、

人口減少・少子高齢化が進む中、公共施設の総量やサービス内容が現在のままで

よいのか、公共施設のあり方を抜本的に見直す時期が到来しています。 

今後、公共施設の老朽化への対応として、限られた財源の中で、どのように今

ある施設を維持・活用しつつ、建て替えていくかは重要な課題です。 
 

そこで、防府市は、人口動向や市民ニーズ（質と量）の変化を捉え、限られた

財源や資産をより有効に活用していくため、市民の皆様とともに、公共施設全体

の最適化を目指していく「公共施設マネジメント」に取り組んでいきます。 

公共施設マネジメント 

解決策 

（※ 平成 25 年 4月 1日現在において市が保有する施設（建物）について試算したものです。） 
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以下の問１～15 までの質問にご回答ください。 

 
 
Ⅰ．あなたご自身のことについて、おたずねします。 
 

各問で、当てはまるものの番号 1つに○をつけてください。 

 

問１．性別 

 

１ 男性 ２ 女性 

 

問２．年齢 

 

１ 10 歳代 ２ 20 歳代 ３ 30 歳代 ４ 40 歳代 

５ 50 歳代 ６ 60 歳代 ７ 70 歳以上 

 

問３．お住まいの地域 

 

１ 牟礼 ２ 松崎 ３ 佐波 

４ 勝間 ５ 華浦 ６ 新田 

７ 野島 ８ 向島 ９ 中関 

10 華城 11 西浦 12 右田 

13 富海 14 小野 15 大道 

 

問４．防府市での居住年数 

 

１ 5 年未満 ２ 5～10 年未満 

３ 10～20 年未満 ４ 20 年以上 

 

問５．職業 

 

１ 農林漁業 ２ 商工業（自営） 

３ その他の自営業 ４ 会社員 

５ 公務員・団体職員 ６ 家事専業（パート含む） 

７ 学生 ８ 無職 

９ その他（          ） 

 

アンケート調査票 
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Ⅱ．公共施設の利用状況について、おたずねします。 

 

防府市が設置した公共施設には次のようなものがあります。 

 

問６．あなたは過去 1年間に施設をどの程度利用しましたか。施設の種類ごとに利用回数が近いものを

選んで、表の中のあてはまる番号（１～４）に○をつけてください。 

 

施設名 

週に１回

から数回

利用した 

月に１回

から数回

利用した 

年に１回

から数回

利用した 

全く利用

しなかっ

た 

１ 行政系施設 市役所、出張所 １ ２ ３ ４ 

２ 子育て支援施設 留守家庭児童学級、児童館 １ ２ ３ ４ 

３ 保健福祉施設 

老人憩の家 １ ２ ３ ４ 

保健センター １ ２ ３ ４ 

中高年齢労働者福祉センター 

（サンライフ防府） 
１ ２ ３ ４ 

４ 社会教育系施設 

図書館 １ ２ ３ ４ 

青少年科学館（ソラール） １ ２ ３ ４ 

文化財郷土資料館 １ ２ ３ ４ 

文化福祉会館（文化センター、 

勤労青少年ホーム） 
１ ２ ３ ４ 

公民館 １ ２ ３ ４ 

５ 
ｽﾎﾟｰﾂ・ 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設 

スポーツセンター陸上競技場 １ ２ ３ ４ 

スポーツセンター武道館 １ ２ ３ ４ 

スポーツセンター体育館 １ ２ ３ ４ 

スポーツセンター野球場 １ ２ ３ ４ 

向島運動公園 １ ２ ３ ４ 

サイクリングターミナル １ ２ ３ ４ 

６ 市民文化系施設 

公会堂 １ ２ ３ ４ 

地域交流センター（アスピラート） １ ２ ３ ４ 

地域協働支援センター １ ２ ３ ４ 

天神ピア １ ２ ３ ４ 

７ 医療施設 休日診療所 １ ２ ３ ４ 

８ 観光施設 

まちの駅（うめてらす） １ ２ ３ ４ 

大平山索道（大平山ロープウェイ） １ ２ ３ ４ 

三田尻塩田記念産業公園 １ ２ ３ ４ 

９ 産業系施設 
水産総合交流施設（潮彩市場防府） １ ２ ３ ４ 

防府地域職業訓練センター １ ２ ３ ４ 
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問７．【問６】で１～９のすべての施設について「全く利用しなかった」または「年に１回から数回利 

用した」とお答えになった方は、どういう理由で利用が少なかったのですか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

 

１ 自分の生活上、利用する必要がない。 

２ 施設がある場所が不便であり、行きづらい。 

３ 開館日時が合わない。 

４ 施設の利用料、使用料等の料金が高い。 

５ 施設があることを知らない。 

６ その他 

 
 
Ⅲ．公共施設に求めるサービスについて、おたずねします。 

 

問８．あなたは、今後どの施設のサービスを優先的に充実したらよいと思いますか。表の中からあてはま

るものに○をつけてください。（最大５つまで） 

 

施設名 記入欄 

１ 行政系施設 
市役所、出張所  

消防施設、防災施設  

２ 学校教育系施設 小学校、中学校  

３ 子育て支援施設 保育所、留守家庭児童学級、児童館  

４ 保健福祉施設 

老人憩の家  

障害者福祉施設（身体障害者福祉センター外）  

保健センター  

中高年齢労働者福祉センター（サンライフ防府）  

５ 社会教育系施設 

図書館  

青少年科学館（ソラール）  

文化財郷土資料館  

文化福祉会館（文化センター、勤労青少年ホーム）  

公民館  

６ 
ｽﾎﾟｰﾂ・ 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設 

スポーツセンター陸上競技場  

スポーツセンター武道場  

スポーツセンター体育館  

スポーツセンター野球場  

向島運動公園  

サイクリングターミナル  

７ 市民文化系施設 

公会堂  

地域交流センター（アスピラート）  

地域協働支援センター  

天神ピア  

８ 住宅施設 市営住宅  

９ 医療施設 休日診療所  

10 観光施設 
まちの駅（うめてらす）  

大平山索道（大平山ロープウェイ）  

三田尻塩田記念産業公園  

11 産業系施設 
水産総合交流施設（潮彩市場防府）  

防府地域職業訓練センター  
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Ⅳ．今後の公共施設のあり方について、おたずねします。 
 

 

問９．あなたは、「防府市の公共施設を取り巻く状況（老朽化問題、将来費用）」について、どのく

らい関心をお持ちですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１ 強い関心を持っている。 

２ 関心を持っている。 

３ どちらかといえば関心はない。 

４ 関心はない。 

 

※ 「防府市の公共施設を取り巻く状況」についての資料は、アンケート依頼文に添付していますので、

ご覧ください。 

 

 

 

問 10．公共施設のサービス、施設の老朽化、管理運営、コストなどの客観的な情報を整理・分析し、公

共施設の最適化に向けた今後のあり方を検討するための基礎資料としてまとめた「防府市公共施

設白書」をご存知ですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１ 読んだ。 

２ 知っていたが、読んでいない。 

３ 知らなかった。 

 

※「防府市公共施設白書」は、市ホームページ、市役所（１号館）、出張所、公民館、防府図書館、市広報

（８月１日号）にて公表しています。 

 

 

 

問 11．現在、市が保有・管理している公共施設を今後も維持し、建替えをしていくには多大な費用が必

要になります。今後、少子高齢化が進むことなどにより、人口と財源（税収）が減少していくこ

とが予想されますが、公共施設のあり方に関してあなたの考えに最も近いものの番号１つに○を

つけてください。 

 

１ 
公共施設は足りないため、他の行政施策や公共サービスに優先して、増やすことを考え

るべきである。 

２ 今あるすべての公共施設は必要なため、現状維持するべきである。 

３ 
公共施設の必要性を見直し、人口、税収、市民ニーズ等に見合った数（量）まで減らす

べきである。 

４ 今ある公共施設には、必要性の低い施設が多いため、積極的に減らすべきである。 

５ その他 
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問 12．【問11】で「３」または「４」とお答えになった方は、どのような状況の公共施設を減らせばよい
とお考えですか。表の中からあてはまるものの番号に○をつけてください。（最大３つまで） 

 

１ 利用者が少ない施設 

２ 特定の個人・団体に利用が固定化している施設 

３ 建物・設備が古くなっている施設 

４ 維持管理・運営費用がかかりすぎている施設 

５ 交通の便が悪い場所に立地している施設 

６ 近隣に同様のサービスを行う公共施設がある施設 

７ 近隣に同様のサービスを行う民間施設がある施設 

８ その他 

 

 

問 13．今後、少子高齢化が進むことなどにより、将来、財源（税収）が減ることが見込まれる中で公共

施設を維持していくためには、経営努力を行うことはもちろんですが、施設の大規模な修繕や

建替えにかかる多大な費用を確保する方法の１つとして、施設利用料の見直し（上乗せ）をし

なければならない場合も想定されます。このことについて、あなたの考えに最も近いものの番

号 1つに○をつけてください。 

 

１ 受益者負担の原則から利用者の負担が増えることは当然である。 

２ 利用者の負担は増やさず、税金や借金を増やして費用を負担すべきである。 

３ 利用者の負担を増やすのであれば、施設の縮小・統合・廃止等を検討すべきである。 

４ 公共施設は使わないので、よくわからない。 

５ その他 

 

 

問 14．公共施設を維持するための取り組みとしては、問 13 の施設利用料の見直し（上乗せ）の考え方

以外にもさまざまな対応策が考えられます。表の中の対応策例から、あなたのお考えに近いもの

をそれぞれ 1つ選んで○をつけてください。 

 

以下の対応策例について、それぞれ右欄の 1～4

の中から 1つ選んで○をつけてください。 

積 極 的 に

実施すべき 

どちらかと

いえば実施

すべき 

どちらかと

いえば実施

すべきでは

ない 

実施すべき

ではない 

１ 
現在ある施設の統廃合や機能の複合化など
によって施設数を減らす １ ２ ３ ４ 

２ 
施設の建替えや管理運営に民間のノウハウ
や資金を活用する １ ２ ３ ４ 

３ 施設の管理・運営を地域住民に任せる １ ２ ３ ４ 

４ 
施設を補強し長持ちするようにして、建替え
時期を遅らせる １ ２ ３ ４ 

５ 近隣自治体と共同で施設を建設・運営する １ ２ ３ ４ 

６ 民間施設の利用に対して助成する １ ２ ３ ４ 

７ 施設におけるサービスの水準を引き下げる １ ２ ３ ４ 
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問 15．その他公共施設のあり方について、自由なご意見をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  質問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。 

 記入し終わったアンケート調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに９月１０日(水)までに

ご投函ください。 

- 13 -
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（平成26年7月29日 現在）

時期

平成26年
４月

第1回推進本部（7/29）
・公共施設マネジメント基本方針の策定スケジュール
・専門部会の設置（公共施設関係）
・公共施設に関する市民アンケート
・民間委託等推進ガイドライン（骨子案）

第1回委員会（8/12）
・公共施設白書について
・公共施設マネジメント基本方針の策定スケジュール
・公共施設に関する市民アンケート
・民間委託等推進ガイドライン（骨子案）

第2回会議（10/中旬）
・公共施設マネジメント基本方針（素案）
・と畜場事業存廃の検討

第2回会議（10/下旬） ・行政経営理念[進捗状況の報告]
・公共施設マネジメント基本方針（素案）
・と畜場事業存廃の検討

■議会説明会
・公共施設マネジメント基本方針（素案）

平成27年
第3回会議（1/下旬）

・公共施設マネジメント基本方針（最終案）
・行政経営理念（案）
・民間委託等推進計画
・庁議等の見直し（案）

第3回会議（2/上旬）
・公共施設マネジメント基本方針（最終案）
・民間委託等推進計画

■議会説明会
・公共施設マネジメント基本方針（最終案）

平成２６年度　防府市行政経営改革委員会開催スケジュール

１０月

行政経営改革委員会 行政経営改革推進本部

５月

６月

７月

８月

９月

１１月

１２月

２月

３月

１月
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